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年　　　月　　　日
観音寺市長　宛て

建築基準法適合状況調査結果報告書（申請用）

確認実施者　氏名　　　　　　　    　　   　　 ㊞　     
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　  
                                          資格（　　　）級建築士　        　　    
登録番号（　　　）登録第（　　　）号　　　   
事務所名　　　　　　　　    　　　　　　　   
                                          連絡先　　　　　　　　　　　　　　　   　  

　観音寺市空き家利活用促進事業補助金交付要綱第７条の規定により、建築基準法の適合状況調査結果報告書（申請用）を提出します（不適合となった事項については、次の方法により、工事完了時までに是正します。）。なお、本報告の内容は現地の状況と照合しており、事実に相違ないことを誓約します。

１　対象物件について
	利活用後の用途（該当するものにチェックを入れてください。）
	住宅（□一戸建ての住宅　□併用住宅）
□事業所：詳細用途（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	物件の所在地
	

	建築時期
	年　　　　月建築


２　主な規定の適合状況について（該当するものにチェックを入れてください。）
建築基準法に基づく主な規定（都市計画区域外の地域は、第20条の規定のみ確認すること。）
	第20条　構造耐力
	□　適合　□　不適合　□　既存不適格
　　□(１)昭和56年６月１日以降に工事に着手した住宅
　　□(２)耐震診断の結果、耐震性あり
　　　　 →住宅耐震補助の活用　□有　□無
　　□(３)耐震改修により耐震性を確保済
　　　　 →住宅耐震補助の活用　□有　□無
　　□(４)耐震性不明

	第43条　敷地等と道路との関係
	□　適合　□　不適合　□　既存不適格

	第44条　道路内の建築制限
	□　適合　□　不適合　□　既存不適格

	第52条　容積率
	□　適合　□　不適合　□　既存不適格

	第53条　建ぺい率
	□　適合　□　不適合　□　既存不適格

	第55条　建築物の高さ
	□　適合　□　不適合　□　既存不適格

	第56条　建築物の各部分の高さ
	□　適合　□　不適合　□　既存不適格


３　不適合箇所の是正方法について


